
　１．事業方針

（１） 長畝地区民自身が安全を確保するために、多くの地区民参加型の事業

を企画する。

（２） 少子高齢化時代を踏まえ、必ずやってくる老老介護時代に備え、元気な

地域の高齢者が、同じ高齢者を支える仕組みを推進する。

（３） 長期継続で行なっている、地区内の河川環境向上の取り組みへの地域

区民の参加を増やすことを考える。

　２．事業内容

事 業 名 事業内容 実施月日
参加予
定者数

摘　　要

河川環境保全
活動事業

地域を流れる、竹田川・五味川の
堤防や河川敷を沿川の住民に参
加していただき草刈り・雑木伐採を
行う

6月～11月 500名（延）

地区内を流れている河川の草刈りな
どの環境保全を行い、安心して歩け
る地域環境向上に努めると共に、鳥
獣被害の抑制を図る。

県道勝山丸岡
線歩道改修推

進事業

平成22年12月に関係機関に提出
した提言書に基づく内容で行政側
が実施計画・工事を進めているか
どうかのチエックを行う

10月上旬 30名
城のまちまちづくり協議会、たか
むくのまちづくり協議会との共催
事業

夜間あんしん
パトロール

毎週木曜日夕方、地区内を青
色灯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ車で巡回する

毎週木曜日 150名（延）
通年　18時30分～（約90分）
3名で巡回

見守り隊
活動事業

見守り隊員再募集及び研修
学童への声掛け事案対策研修

通年 400名(延)
地域の子供たちを守る方を募
集。子供達にも自ら身を守るため
の学習をする

危険箇所
点検事業

地区内の河川敷や工事現場
等の危険箇所を点検し、危険
告知看板などを設置する

6月～7月 ４０名
郷協役員、補導員、見守り隊員と
協働で危険箇所を点検し、順次
危険告知看板を設置

長畝小学校全校児童、保育園
全園児に防犯意識の向上、不
審者対応訓練

年3回
全児童
全園児

・犯罪から身を守る心構え講習
・不審者の声掛けに対する対応
・学校施設への不審者侵入対応

各地区の子供会への支援 7月～8月 約100名
交通安全教室、ラジオ体操会場
等を利用してミニ講習会を実施

三世代囲碁教室の開催 毎月第2・4土曜日 200名(延)
三世代で行っている囲碁教室へ
の支援

防犯・交通教室
シルバーフェス
タ＆郷まつり

約300名
高齢者に対する防犯・交通安全
教室

防災事業
坂井市防災訓練に併せ、各地
区においてマニュアルに沿っ
た防災訓練を行う

未定
（防災訓練日）

約500名
程度

地区内区長、民生委員、福祉委員、
社協職員、消防団員、まち協役員、
あんしん・ふくし部会員、ボランティア

福祉・防災
関連事業

平成20年度より作った要援護
者のためのあんしんマップを毎
年見直し、他

8月 80名
地区内区長、民生委員、福祉委員、
社協職員、消防団員

のうねシルバーフェスタ＆郷まつり　

平成30年度　あんしん・ふくし部会 事業計画書(案)

子育て支援
事業

高齢者
福祉事業

準備：9月22日(土)　 開催：9月23日(日)
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　１．事業方針

（１） 長畝地区内の歴史と自然の偉大さや大切さを認識してもらう

（２） 史跡等の環境整備

（３） １１年間継続で行なっている、フットパスの継続と地区民の参加を

増やすことを考える

　２．事業内容

事 業 名 事業内容 実施月日
参加予定

者数
摘　　要

豊原
整備事業

化生ヶ岳参道、山城山城跡及
びフットパスコースの草刈等実
施

7～10月
50名

（延べ）

化生ヶ岳参道、山城山城跡
全体の整備、フットパスコー
ス全体整備

フットパス
体験事業

地元の偉大な歴史を受け継ぐ
ため長畝地区の子供たちの参
加を促すとともに、定着してきた
フットパス体験を地域や坂井市
だけでなく、県内に広く参加者
を募り自然の偉大さや大切さを
認識する

10月28日(日) 100名

28年度と同じ歴史探訪コー
ス+化生ヶ岳登頂コースにす
る、長畝小学校４年生親子
学年行事とタイアップした行
事とする

文化史跡
整備事業

地区内の文化遺産を継承する
ため、環境の整備を行う
歴史や自然に触れるとともに、
整備状況を視察することにより
今後の活動の参考にする

年度内 －　名

文化史跡造
詣事業

地区内の神社仏閣並びに文化
史跡を訪問し、ふるさとの歴史
文化に造詣を深める

3月～4月 30名
29年度と同様の事業として、
ウォーキングによる神社仏閣
参拝並びにサクラ鑑賞

協賛事業
のうね郷誌編纂委員会行事に
協賛

年度内 －　名
歴史講座、古文書を読む会
など

　３．定例部会
原則5月～9月及び翌年2月に定例ふるさと部会を隔月開催（4回予定）

午後7時30分より開催、活動計画等を協議いたします

平成３０年度　ふるさと部会 事業計画書(案)

（予定） 
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　１．事業方針

地域の２大行事を通じて地域の『絆』をさらに深めるよう、交流等により

親睦と健康増進を図る。

　２．事業内容

事 業 名 事業内容 実施月日
参加予定

者数
摘　　要

第20回のうね健康まつり 6月10日(日) 400名 ニュースポーツ競技を実施

第11回ラジオ体操の会 7月22日(日) 600名 朝6時30分より実施

第5回のうねシルバーフェスタ
＆郷まつり

9月23日(日) 3,000名 敬老会・郷まつりを実施

古城まつりもりあげ
8月10日（金）、

11日（土）
100名

丸岡古城まつり総踊りへ参
加

第４３回丸岡町総合体育大会
６月１7日（日）～
７月29日（日）

60名 ６競技へ参加

長畝地区親睦グラウンドゴルフ
大会

6月16日(土) 50名 霞の郷常設コースで実施

第2１回丸岡自治区スポーツ・
レクリェーション祭

11月11日(日) 120名 ニュースポーツ競技に参加

のうねふれあいウォーク 10月下旬 50名
健康のために一緒に歩きま
しょう

長畝地区親睦スティックリング
大会

12月上旬 10０名 長畝小学校体育館で実施

平成３０年度　ふれあい部会 事業計画書(案)

ふれあい
事業

体協事業

（予定） 
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　１．事業方針

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

　２．事業内容

事 業 名 事業内容
実施予定月

日
参加予定

数 摘　　要

杉倒木の除去・草刈 5月27日(日) 25名 杉倒木始末・草刈・Ｕ字溝清掃

一斉清掃作業 8月5日(日) 30名
市職員・郷協会員・遺族会で恒例の
草刈、終了後法要。遊歩道の設置を
計画

里山いこい祭り 8月11日(土) 100名
今年で4回目、家族でのﾚｸﾚｰｼｮﾝ・ﾊﾞｰﾍﾞ
ｷｭ－を遊味岡ｸﾗﾌﾞの協力で実施

秋を見よう・拾おう味岡山 10月下旬 50名 みどりの少年隊・保育園児と遊ぼう

除草剤散布                    (駐
車場・広場等)

5月より毎月 延20名
5・7・9月は除草剤散布を部会員が当
番で実施

11月10(土)、
11日(日)

延40名
イルミネーション設置
(予備日11月17日 、18日)

12～1月 イルミネーション点灯(全山に設置)

遊歩道草刈 5月27日
里山と同時

開催
市職員・郷協会員で恒例の草刈

遊歩道除草剤散布 5・7月 延10名 除草剤散布(部会員)

国体看板維持管理
5月27日(日)
8月5日(日)
11月上旬

里山と同時
開催

市職員・郷協会員で草取り
看板の撤収作業及び皐月を味岡山
への移殖

花壇植栽・花苗育苗 4～10月 延50名 花いっぱい推進委員が実施

福井国体花いっぱい事業協力 7～9月 30基のプランタンを植栽管理

協賛事業 丸岡古城まつりもりあげ 8月12日(日) 延べ20名 古城まつり会場にｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ設置

　３．定例部会
4月より10月及び翌年2月に定例かんきょう部会を毎月第2月曜日の

午後7時30分より開催、郷協報告・活動計画等を協議いたします。

花いっぱい
事業

里山(味岡山)
整備事業

冬まつり

竹田川せせら
ぎ遊歩道整備

事業

・昆虫・自然探索が出来、木の実・果樹・花木散歩ｺｰｽの公園作りに努め、昔我々が遊び
に行った味岡山に戻したい。

・今年もレクレーション(10月)・バーベキュー/ドローン撮影会(8月)開催し親子で味岡山を
再発見する機会を作りたい。

・好評のイルミネーションも5年目を迎え、全山を配置を凝らし点灯します。5年目の集大成
を地区民の方々にお披露目いたします。

せせらぎ遊歩道と竹田川の自然で、親子でｶﾌﾞﾄ虫取・蛍観察・川遊び・サイクリングが出来
る環境づくりに励みたい

山久保の水道管理棟の山際に平成25年3月に"2018ふくい国体"のPR文字板を設置し
て、5年間経過。国体終了に併せ、撤収し皐月は味岡山に移植予定

平成30年度　かんきょう部会 事業計画書（案）

花いっぱい運動の推進で、城東ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ東側の花壇植栽(春・秋用)と、各種花苗を1,000株
育苗し集落・団体に贈る予定（花いっぱい推進員）

福井国体の花いっぱい運動に協力、30基のプランターに植栽・育成

・味岡山は、何時でも誰でも楽しく・気持ち良く行ける公園を目差す
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(1)

(2)

事 業 名 事業内容 実施予定月日 摘　要

総会終了後 臨時号

8月発行 夏　号

11月発行 秋　号

3月発行 春　号

のうねキッズかるた制
作事業

小学生から募集した作品に
あった絵または写真を募集す
る。

通　年

のうねの郷ホーム
ページ運営事業

推進協議会ホームページの
運営を行うとともに、コンテン
ツの拡充を図ります。

通　年

平成30年度　じょうほう部会 事業計画書(案)

1　事業方針

広報紙やホームページを活用して、長畝地区に住んでいても知らない各集落のさまざまな活
動や人物等を紹 介したり、のうねの郷づくり推進協議会の行事や活動の紹介したりすること
で、身近にある“のうねの郷”の魅力を情報発信していきたい。

のうねキッズかるた募集を通して子供たちにふるさと長畝の魅力を感じてもらい、子供たちの
視点から郷土愛にあふれた「かるた」の完成を目指したい。

２　事業内容

のうねの郷だより
「ＮＯＵＮＥ＋」発行

事業

・郷づくり協議会の行事や活
動を紹介
・長畝地区内のニュース、ト
ピックス、イベントや人物の紹
介します。
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　１．事業方針

（１）

（２） 各年度の研究調査の成果を紀要「のうね郷誌」として発行する。

　２．事業内容

事 業 名 事業内容 実施月日 摘　　要

郷史編纂アドバイザーの設置 通　年
学識経験者等の専門家を「郷史編纂ア
ドバイザー」に委嘱し、「のうね郷史」編
纂に係る学術的なアドバイスを受ける

郷史研究会 通　年
のうね郷にかかる歴史、史跡等につい
て調査研究を行う

紀要第７号の発行 5月（31年） 30年度郷史研究の成果をまとめる

集落歴史
座談会

　集落センターを訪問し、各集落に
伝えられる民話や伝説、しきたり、
昔の暮らしぶり、地域の偉人などを
聴き取るとともに、集落、各戸に
残っている古文書、写真等の借用
を進め、郷史編纂の調査研究に資
する

年2回
（開催時期は対
象集落と協議）

古文書を
読む会

　古文書を読めるようになること、併
せて郷史の編纂に資することを目
的として、昔の「のうね郷」の生活、
しきたり、伝統文化等に係る古文書
を読み込む学習会を開催 月1回

（9月/12月除く）

歴史     講
演会

　のうね郷史編纂にかかわる歴史
テーマについて住民を対象に講演
会を開催

年4回

パネル展
　郷史編纂に係る研究・調査の成
果をパネルで紹介

9月 のうねの郷まつりに合わせて開催

平成３０年度　のうね郷史編纂委員会 事業計画書(案)

郷土史の学習、現地調査、集落聴き取り調査、史料の収集・借用等
　 を通じて研究調査を行い、肩がこらずに楽しみながら読める「のうね郷
　 史」を32年度に編纂、発行する。

のうね郷史
編纂事業
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